
広報（６）

平成２２年度のコミわか部長さんを紹介します。

①部で一番やりたいこと （やらなければならないこと）
②寸評 「部長さんはこんな人」

区長部長
丸山 昭美 さん

①住民自治協議会が４月から本格稼動し、若槻地区の住民みんなが意見や知恵を出し合い、地区民

一体となって協力し合い参加し、活力・魅力ある住みよい町づくりに努めたいと思います。来年以降へ

組織の足場を固めることも責務です。

②「普段はもの静かで控えめ、真に頑固な面を秘めており、追究心が旺盛である。若槻地区住民自治

協議会の中枢として実力発揮に期待する」 （区長部副部長 深澤正敏）

環境部会の報告 人権教育部会の報告

７月７日（水）市廃棄物対策課職員の同行に

より、三登山産業廃棄物処理施設の現地視察

を開催し、環境部会や吉・田子区長など役員が

参加しました。

以前から放置されている廃棄物の処理は、市

担当課の指導により徐々に進められています

が、環境部会ではさらに現地視察を１０月と１２

月の２回予定しています。

７月６日（火）群馬県榛名女子学園への視察研修会を実

施しました。この施設は、関東、甲信越、静岡地方にある

家庭裁判所の審判により、保護処分の少年院送致を受け

た１４歳以上２０歳未満の女子を収容し、教育をして更正、

社会復帰させる施設です。同じ矯正施設でも刑務所の懲

役教育とは違い、様々な資格を得るための教育を主体とし

ています。彼女たちが前向きに取り組む姿を見て、出所後

の幸福な生活を祈りました。

①安心して暮らせる地区をモットーに

▽ 子ども達の安全を守るパトロール ▽ 災害はいつ発生するか判りませんので、災害時の行動マ

ニュアルの作成に重点をおきたいと考えています。

②「東徳間で女性初の自治会長として大変ご苦労されました。趣味も多様。三登山太鼓、人形劇等、ま

たビール、カラオケが大好きです」 （防犯部会副部会長 岡本正一）

自然環境部長
小林三津男 さん

①地区全体が一丸となって人とホタル（流星の里）の共存できる自然環境を守り、豊かなまちづくりを未

来の子ども達のために引継いていかねばなりません！！

②「ホタルの里公園事業はもちろん、部内３部会でも積極的に参加しリーダーシップを発揮されていま

す。また、目配り、気配り、心配りで部員を統率し、足の不自由を気にせず率先して汗を流す姿に頭が

下ります」 （資源活用部会長 宮澤清男）

福祉健康部長
宮下 義則 さん

①昨年１０月策定した「若槻地区地域福祉活動計画～みんなでつくる福祉のまち若槻プラン」に示され

た具体的事業について着実に実行すること。コミわか各部や協力団体、ボランティアと連携して積極的

に推進していきたい。

②「温厚実直な人柄ときめ細い指導力は、長年のお付合いで頭が下がる。趣味のゴルフは若槻会ゴル

フクラブ、稲田ゴルフクラブでは常に上位をキープしています」 （福祉健康副部長 徳武弘巳）

教育文化部長
竹腰 清宏 さん

安全防災部長
佐藤 京子 さん

①住民自治協議会発足に伴い、組織、構成員が大幅に縮小してしまった部会があり、該当部会の組

織、構成員のあり方を検討したい。三部会の連携を高め、計画した各事業が住民の皆様に受け入れら

れるよう全力で取り組みたい。

②「小柄な身体、普段はもの静かで控えめだが、ここ一番というときはスポーツで鍛えた強靭なバネが

実力を発揮する」 （公民館部会長 田中誠一郎）


